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課題1）探究のテーマをどのように設定するか？ 
 本校生の探究のテーマ  “取っ付きやすい”・“身近なテーマ”・“プロっぽくない” 
 生徒の探究のテーマの芽を潰しすぎない。 

→ 本校の探究のアイデンティティなのでは？　　 

3. 今後の課題 ～探究活動への問題提起～ 

　本校の課題を通して「探究活動」の未来を考える 

？
 探究は大学の研究の青田買いなのか？ 「（大学で行うような）研究」と
「（高校で行うべき）探究」は違う！ 
 高校時代に何のために探究する必要があるのか？ 

1年次 テーマ設定と仮説の立ち方 1年次 ブラッシュアップの会 テーマの焦点化のためのマンダラート 
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1. はじめに ～「探究的な理科の授業」と「探究活動」の連続性 ～ 

「探究的な理科の授業」とは？「探究活動」とは？ 

講義・問題演習
中心の理科の 

授業 

観察・実験 
中心の理科の 

授業 

（高校での） 
探究活動 

（研究者の） 
研究 

カレーを 
食べよう！ 

カレーを 
作ろう！ 

料理を 
作ろう！ 

創作料理？
を作ろう！ 

 探究のサイクル「探究の過程」 
 思考スキル「考えるための技法」 
 教科を越えた汎用的な資質・能力 

料理の 
作り方 

調理器具の 
扱い方 探究をクセ・習慣にするために  

トレーニングの場として，観察・実験
中心の理科の授業が必要！ 
【生徒主体の授業づくり，カリキュラ
ム・マネジメントの必要性】 

「料理」に例えてみると… 

料理に対する
慣れ 

食

発見能力 論証力 

演繹 なし 高い 

帰納 低い 低い 

アブダクション 高い 最も低い 
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Oral Earth Science Old Configurations Shown by Satellite Data 

Oral Math The numbers which can't be written by adding skipped consecutive numbers 

Poster Chemistry What is most Effective to Deodorize Garlic Smell? 

Poster Biology Relationship Between the Drying Method and the Amount of Vitamin C in the Kiwis 

Poster Biology Comparison of the Effects of Soy Sauce and Nam Pla 
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